
　

九
州
地
方
建
設
労
働
組
合
協
議
会
の
九
州
地
方
整
備
局
・
大
手
企
業
交
渉
は
、
六

月
六
日
、
七
日
を
中
心
に
、
ゼ
ネ
コ
ン
十
社
、
住
宅
企
業
二
社
、
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
二
社
、

計
十
四
社
及
び
整
備
局
へ
実
施
。
九
地
協
の
四
十
九
名
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

建
設
長
崎
か
ら
は
、
賃
金
対
策
部
を
筆
頭
に
六
名
が
参
加
。
佐
藤
委
員
長
を
団
長

に
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
を
中
心
と
し
た
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
企
業
交
渉
に
臨
む

前
に
全
体
で
会
議
を
行
い
、
要

求
項
目
の
解
説
や
、
先
の
関
東

地
協
第
七
十
九
回
企
業
交
渉
で

の
企
業
側
の
回
答
や
要
旨
を
確

認
。
全
建
総
連
の
長
谷
部
賃
金

対
策
部
長
は
、「
企
業
交
渉
で

は
現
場
で
働
く
仲
間
の
生
の
声

を
直
接
届
け
る
こ
と
が
出
来
る

貴
重
な
場
で
あ
り
、
個
別
具
体

的
な
現
場
の
実
態
を
企
業
側
に

分
か
ら
せ
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
発

言
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
全
体
の
意
思
統
一
を
図
っ
た

う
え
で
、
午
後
か
ら
は
五
～
八

名
の
班
に
分
か
れ
て
、
担
当
の

企
業
各
社
へ
交
渉
に
向
か
い
ま

し
た
。

　
建
設
長
崎
班
は
佐
藤
委
員
長

を
団
長
に
、
全
体
十
名
で
ま
ず

は
積
水
ハ
ウ
ス
（
以
下
、
積

水
）
へ
。
積
水
か
ら
は
、
大
阪

本
社
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を
含
め

た
五
名
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　
積
水
で
は
事
前
に
要
望
書
へ

の
回
答
を
書
面
に
し
て
送
付
い

た
だ
く
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て

お
り
、
実
際
の
交
渉
の
場
で
、

質
疑
応
答
の
時
間
や
話
し
合
い

の
時
間
を
よ
り
多
く
割
こ
う
と

い
う
姿
勢
が
窺
え
ま
し
た
。

　

交
渉
団
か
ら
は
、「
昨
年
の

交
渉
で
二
〇
二
三
年
の
二
月
に

は
四
週
八
閉
所
の
目
標
を
達
成

し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

実
現
で
き
て
い
な
い
点
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

「
実
現
に
は
働
き
方
改
革
の
範

疇
に
な
い
一
人
親
方
や
も
っ
と

現
場
へ
従
事
し
た
い
希
望
者
の

理
解
も
必
要
と
な
る
」
と
し
た

上
で
二
年
か
ら
三
年
後
を
目
途

に
達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

と
の
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
午
後
に
は
、
各
班

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
交
渉
内
容
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
戸
田
建
設
で
は
、
協
力
企
業

の
従
業
員
に
ま
で
賃
金
引
上
げ

が
行
き
わ
た
る
よ
う
に
と
い
っ

た
旨
を
社
長
方
針
と
し
て
共
有

し
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
、
大

手
企
業
に
と
っ
て
も
、
賃
上
げ

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
建
設
業
が

衰
退
し
て
い
く
と
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
も
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
報
告
を
終
え
た
後

は
、「
次
回
の
企
業
交
渉
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、

仲
間
の
声
に
耳
を
傾
け
、
情
報 九地協の仲間と企業交渉する様子―積水ハウス―

九
州
各
県
の
仲
間
と
と
も
に

労
働
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
交
渉

の
集
約
、
そ
れ
を
活
か
し
た
具

体
的
な
交
渉
で
労
働
環
境
・
処

遇
改
善
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
長

谷
部
賃
金
対
策
部
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
熊
本
建
労
木
村
副
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

○
参
加
者
（
順
不
同
）

　
佐
藤
委
員
長
、
木
下
副
委
員

長
、
若
杉
書
記
次
長
、
大
賀
執

行
委
員
、
松
園
特
別
執
行
委
員
、

竹
下
書
記
局

交渉に向け意志統一を図る全体会議

大手建設・住宅企業交渉 企業一覧

【大手建設企業】
大林組　清水建設　大成建設　竹中工務店

フジタ　戸田建設　大豊建設　福田組　松井建設　多田建設

【地場建設企業】
西鉄建設　サンコービルド

【住宅企業】
積水ハウス　大東建託

【官庁】
国土交通省九州整備局

令
和
５
年
度 

組
織
拡
大
総
括 

新
た
に
三
八
四
名
の
仲
間
が
加
入 

　
年
間
拡
大
目
標
達
成
六
支
部
・
年
間
純
増
二
支
部

　
昨
年
の
第
七
十
八
回
定
期
大

会
で
、「
仲
間
の
力
を
結
集
し
、

組
織
の
増
勢
を
図
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
前
期
（
六

月
～
十
一
月
）・
後
期
（
十
二

月
～
五
月
）
の
行
動
期
間
を
設

定
し
、
各
支
部
で
は
拡
大
目
標

達
成
に
向
け
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
四
年
目
と
な
る
組

織
拡
大
・
内
部
強
化
運
動
は
、

仲
間
に
寄
り
添
う
こ
と
を
主
軸

に
お
き
、
様
々
な
行
動
を
正
常

化
さ
せ
る
努
力
を
重
ね
な
が
ら

「
集
ま
り
」
の
再
開
を
推
し
進

め
、「
分
会
会
議
」
や
、「
懇
親

会
」・「
旅
行
会
」
ま
た｢

夜

間
ふ
れ
あ
い
訪
問
行
動｣

な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た

　
年
間
拡
大
四
〇
〇
名
を
め
ざ

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た

結
果
、
目
標
ま
で
は
僅
か
に
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
し
く

三
八
四
名
の
方
に
加
入
頂
き
ま

し
た
。
年
間
拡
大
目
標
を
達
成

し
た
支
部
は
、
東
長
崎
、
浦
上

西
、
西
彼
、
大
村
、
島
原
、
北

松
の
六
支
部
で
し
た
。

　
一
方
、
脱
退
者
数
は
五
一
六

名
で
、
年
間
一
三
二
名
の
組
織

減
少
（
五
月
末
組
織
数

六
二
六
九
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

二
年
連
続
で
の
減
勢
基
調
と
な

り
、
年
間
増
勢
を
達
成
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
大
村
、
島
原
の
二
支

部
は
組
織
純
増
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
、
未
加
入
者
の

紹
介
や
拡
大
ふ
れ
あ
い
行
動
に

取
り
組
ん
で
頂
い
た
組
合
員
・

青
年
部
・
主
婦
会
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
仲
間
の
様
々
な
要
求

要
望
を
実
現
さ
せ
て
行
く
た
め

に
は
、
組
織
の
力
（
数
）
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
新
年
度
は
年
間
拡
大
目
標
の

達
成
・
組
織
純
増
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
改
め
て

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
は
、

組
織
拡
大
の
通
年
運
動
に
ご
理

解
・
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【一年間の支部別　加入・脱退・純増数】
支部名 目標数 加入 脱退 純増数

中 央 大 浦 38 24 55 －31
市 南 20 19 30 －11
東 長 崎 26 26 30 －４
浦 上 西 40 45 63 －18
浦 上 東 16 7 15 －8
西 彼 37 37 64 －27
諫 早 42 36 50 －14
大 村 34 54 37 17
島 原 34 50 42 8
佐世保中央 26 21 34 －13
佐 世 保 東 30 20 35 －15
佐 世 保 北 21 14 17 －3
北 松 19 22 32 －10
平 戸 14 7 11 －4
五 島 3 2 1 1
合 計 400 384 516 －132

九
地
協
青
年
部
交
流
集
会
5/19
�～20

in
沖
縄
県

　
九
地
協
青
年
部
交
流
集
会
が
沖
縄
県

那
覇
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
時

期
で
雨
天
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
二

日
間
と
も
晴
れ
予
報
で
、
ま
ず
は
ひ
と

安
心
。

　
さ
て
、
今
回
は
建
設
長
崎
か
ら
組
合

員
、
書
記
局
合
わ
せ
九
名
、
全
体
で
は

七
県
連
五
十
名
の
参
加
。
対
馬
丸
記
念

館
で
開
会
し
初
め
に
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

ま
た
、
全
国
青
協
・
七
夕
議
長
も
参
加

さ
れ
、
全
国
の
情
勢
や
青
年
部
組
合
員

の
大
切
さ
な
ど
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」

を
若
狭
海
浜
公
園
で
行

な
っ
た
の
で
す
が
、
さ
す

が
沖
縄
県
。
日
差
し
の
強

さ
に
、
梅
雨
前
の
湿
気
で

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら

も
、
無
事
終
了
し
、
ホ
テ

ル
へ
向
か
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　
夕
食
交
流
会
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
成
績
発

表
、
各
県
連
か
ら
の
お
土
産
抽
選
な
ど
、

お
開
き
後
は
各
自
夜
の
街
へ
向
か
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
対
馬
丸
記
念
館
に
て

「
沖
縄
県 

世
界
遺
産
」・「
疎
開
船 

対

馬
丸
」
に
つ
い
て
の
講
話
を
受
け
、
沖

縄
の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
平
和
の

大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
二
日
間
の
総
括
や
質
疑
応
答
、

全
体
写
真
を
撮
影
し
閉
会
。

　
お
土
産
を
両
手
に
帰
路
の
途
中
、
Ｊ

Ｒ
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生
。
待
ち
ぼ
う
け
の

時
間
も
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
帰
宅
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
最
後
に
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
交
流
集
会
で

の
出
会
い
や
、
学
ん

だ
こ
と
を
糧
に
、
今

後
も
青
年
部
活
動
へ

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
が 

コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
使
え
ま
す
！

　
お
会
計
時
に
、
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
こ
と
で
、
税
抜
き
合
計
金
額
か
ら

三
％
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
早
朝
か
ら
営
業
し
、
プ
ロ
向
け
の
住
宅
建

材
・
用
品
を
専
門
に
扱
う
同
店
は
、
全
国
に

一
二
〇
店
舗
あ
り
ま
す
が
、
建
設
長
崎
メ
ン

バ
ー
ズ
カ
ー
ド
で
割
引
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、

長
崎
県
の
店
舗（
大
塔
店
）の
み
と
な
り
ま
す
。

「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ン
」
は
割
引
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●コーナンPRO大塔店
　（佐世保市大塔町 8 －62）
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建設長崎
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資格取得で
報奨金が

もらえます。

全建総連技能者育成基金制度
　全建総連は、組合員の資格取得による技術・技能の向上、
技能者育成を支援することを目的に技能者育成基金制度を
創設。２０１８年 ４ 月から資格取得による報奨金制度を実施。
　「資格取得報奨金制度」では、取得した資格に応じ ２ 千
～ １ 万円を全建総連から申請者（組合）を通じて組合員の
方々へ支給されます（対象資格は下表を参照）。

◎申請方法
　①資格取得報奨金制度申請書（※要印鑑持参）
　②資格取得を証明する書類（合格証書、修了証明書等）
　　以上を組合（各支部事務所）へ提出して申請を行って下さい。

◎申請時の注意点
　・受講時に組合員であること。
　・組合費等の滞納（ ３ ヶ月以上）がないこと。
　・申請期限は資格取得から ３ 年以内。

■対象資格
区分 １ ：10,000円
一級建築士、設備設計一級建築士、構造設計一級建築士、単一等級技能士、一級技能士（※ １ ）、
一級施工管理技士（技術検定試験）、第一種電気工事士、電気主任技術者（第一種、第二種）、電
気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技能者（全職種）

区分 ２ ：5,000円
二級建築士、木造建築士、二級技能士（※ １ ）、二級施工管理技士（技術検定試験）、第二種電気
工事士、電気主任技術者（第三種）、電気通信工事担任者、職業訓練指導員免許（※ ２ ）、測量士、
建築設備士、消防設備士、建築仕上改修施工管理技術者、道路標識点検診断士、発破技士、火薬
類取扱保安責任者、消防設備点検資格者、海上起重作業管理技士、基礎施工士、 １ 級エクステリ
アプランナー、ジェットグラウト技士、第一種冷媒フロン類取扱技術者、運動施設施工技士、排
水設備工事責任技術者、配水管工技能者、金属屋根工事技士、認定ログビルダー、プレハブ建築
マイスター、日本ウレタン断熱協会品質管理責任者（2022年 ４ 月 １ 日取得分から適用）、 １ 級建
築測量技能者（2022年 ６ 月 １ 日取得分から適用）、一級圧入施工技士（2023年 ３ 月 １ 日取得分か
ら適用）、解体工事施工技士（2023年10月 ２ 日取得分から適用）、 １ 級・ ２ 級計装士（2024年 ２ 月
１ 日取得分から適用）、外壁仕上 １ 級技能者（2020年 ３ 月25日取得分から適用　※2025年 ３ 月15
日申請分まで消滅時効【資格取得時から ３ 年以内に申請】の規定を適用しない。）

区分 ３ ：2,000円／作業主任者
ガス溶接、コンクリート破砕器、ずい道等の覆工、ずい道等の掘削等、採石のための掘削、鋼橋
架設等、コンクリート橋架設等、特定化学物質及び四アルキル鉛等、鉛、木材加工用機械、地山
の掘削及び土止め支保工、型枠支保工の組立て等、足場の組立て等、建築物の鉄骨の組立て等、
木造建築物の組立て等、コンクリート造の工作物の解体等、酸素欠乏・硫化水素危険、有機溶剤、
石綿、金属アーク溶接等（2024年 １ 月 １ 日取得分から適用）

（※ １ ）
技能検定 建設関係32職種（造園、さく井、建築板金、冷凍空気調和機器施工、石材施工、建築大工、枠組
壁建築、かわらぶき、とび、左官、築炉、ブロック建築、エーエルシーパネル施工、タイル張り、配管、
厨房設備施工、型枠施工、鉄筋施工、コンクリート圧送施工、防水施工、樹脂接着剤注入施工、内装仕上
げ施工、熱絶縁施工、カーテンウォール施工、サッシ施工、自動ドア施工、バルコニー施工、ガラス施工、
ウェルポイント施工、塗装、路面標示施工、広告美術仕上げ）、金属加工関係で１職種（鉄工）、電気・精
密機械器具関係で １ 職種（電気製図）、木材・木製品・紙加工品関係で ４ 職種（家具製作、建具製作、畳製
作、表装）、その他で ５ 職種（ビル設備管理、情報配線施工、ガラス用フィルム施工［建築フィルム作業］、
ビルクリーニング、ハウスクリーニング）
（※ ２ ）
職業訓練指導員免許36科（建築科、とび科、建設科、建築板金科、畳科、表具科、左官・タイル科、配管科、
木工科、塗装科、塑性加工科、造園科、森林環境保全科、構造物鉄工科、電気科、電気工事科、建設機械
運転科、ブロック建築科、石材科、屋根科、築炉科、さく井科、枠組壁建築科、プレハブ建築科、スレー
ト科、防水科、インテリア科、床仕上げ科、熱絶縁科、サッシ・ガラス施工科、広告美術科、建築物衛生
管理科、建築物設備管理科、冷凍空調機器科、土木科、住宅設備機器科）

※下線部は新たに対象となった資格です。
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定額減税とは、所得税と住民税を一時的に減税する制度です。

◇減税の額
　今回の定額減税では、 １ 人あたり年間で所得税が ３ 万円、住民税が １ 万円減税されま
す。
◇対象者
　令和 ６ 年分の合計所得金額が1805万円以下の方。
　納税者本人だけでなく同一生計配偶者、扶養している子どもや年収103万円以下の親
族も減税の対象となります。

同一生計配偶者とは？
　控除対象者と生計を一にする配偶者のうち、合計所得金額が48万円以下の人
扶養親族とは？
　所得税法上の控除対象扶養親族だけでなく、16歳未満の扶養親族も含まれます。
※令和 ６ 年 １ 月 １ 日以降に生まれた子どもは、住民税における定額減税被扶養者の対
　象にはなりませんのでご注意ください。

　減税額の例　
　夫婦と子ども ２ 人の ４ 人家族の場合、共
働きかいわゆる「片働き」かに関わらず世
帯全体では、所得税が12万円、住民税が
４ 万円のあわせて16万円が減税されます。
◇減税のタイミング
　減税の時期や方法は、所得税と住民税で
異なるほか、会社員か個人事業主かといっ
た働き方によっても違います。
①給与所得者の場合
　所得税の減税は勤務先の事情にもよりますが、早ければ６月に受け取る給与やボーナ
スから反映されます。
　ボーナスなどで所得が多ければ ６ 月分だけで全額減税されるケースもあります。
　一方、扶養家族の人数や所得によっては、 ６ 月分の納税額から減税額すべてを差し引
けないことも想定され、その場合、 ７ 月以降の所得税から順次、差し引くことになりま
す。

《給与所得者の具体例》
　本人と扶養家族 ３ 人で所得税の減税額が12万円の場合です。
　本人の毎月の給与にかかる所得税が １ 万1750円、 ６ 月のボーナスにかかる所得税が
９ 万3000円だと仮定すると、 ６ 月の給与とボーナスが支払われる際に、あわせて10万

4750円減税されますが、12万円には届きません。
　このため、 ７ 月の給与でも １ 万1750円減税され、それでも残る3500円分は ８ 月に減税
されます。
　一方で、住民税は、 ６ 月分の納税額が０円となります。
　その上で減税分を反映させた １ 年分の納税額を、 ７ 月以降の11か月に分割して納税す
ることとなります。
②個人事業主の場合
　原則として来年（令和 ７ 年 ２ 月～ ３ 月頃）行われる令和6年分確定申告の際に減税が
適用されます。
　予定納税の対象となる個人事業主に対しては、 ７ 月の １ 回目の予定納税の際に本人分
の 3 万円の減税が適用されます。
　 １ 回で減税しきれない場合は、11月に行われる ２ 回目の予定納税に繰り越されます。
　また、予定納税にあわせて扶養家族の分の減税を受けるには税務署に申請手続きが必
要となります。
　一方、納付している住民税は、扶養家族の分を含めて ６ 月分から減税されます。
③年金受給者を受け取っている人の場合
　公的年金も社会保険料などを差し引いた分が一定の金額以上の人には所得税がかかる
ため減税の対象となります。
　公的年金は ２ か月に １ 回、偶数月に支払われるため、 ６ 月分の支給で減税しきれない
分は、 ８ 月以降の支給に繰り越されます。
　また、年金を受け取りながら働いて給与所得もある人の場合、いずれも減税の対象と
なり、確定申告などで精算するケースもあります。
☆定額減税が引ききれない場合
　減税額が納税額を上回り引ききれないと見込まれる場合は、差額分を １ 万円単位で切
り上げて給付金（調整給付）として支給されます。
　支給時期、手続き等は市町村によって異なります。詳細はお住いの市町村のホーム
ページなどでご確認ください。

《給付金の具体例》
　例えば、本人が妻と子ども ２ 人を扶養している ４ 人が対象の場合
所得税の定額減税額は30，000円×（本人+扶養親族数 ３ 人）＝120，000円
住民税の定額減税額は10，000円×（本人+扶養親族数 ３ 人）＝40，000円となりますが、
本人の所得税額が73，000円、住民税額が25，000円とした場合、どちらも定額減税額を下
回っています。
　この場合、①所得税の控除不足額は【定額減税額120，000円－所得税額73，000円＝
47, 000円】が控除不足となります。
　次に、②住民税の控除不足額は【住民税定額減税額40，000円－住民税額25，000円＝
15，000円】が控除不足となります。
　ですので、調整給付金の金額は①と②の控除不足額の合計47，000＋15，000円＝62，000
千円が控除不足となります。
　ここで支給額は１万円単位で切り上げになりますので、実際に給付となる金額は
70，000円となります。

６ 月から実施される定額減税について

控除前の
源泉徴収税額

全額
を
控除

6月給与6月賞与

順
次
控
除

6月給与 6月賞与

控除しきれ
ない部分

〔控除しきれる場合〕〔控除しきれない場合〕
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　70歳から74歳の方には、「高齢受給者証」を交付しており、今お持ちの高齢受給者証
の有効期限は令和 ６年 ７月31日迄となっております。
　 ７月中旬より順次、新しい高齢受給者証（有効期限：令和 ７年 ７月31日迄）をお送り
いたしますので、 ８月以降、医療機関へは新しい高齢受給者証をご提示し、診療を受け
てください。
　長建国保では、高齢受給者証を作成する際、現在加入されているご家族（70歳以上の
方のみ）の昨年度の所得により自己負担割合（医療機関受診時の被保険者の負担割合が
２割または ３割）を判定しており、マイナンバーを活用した情報連携により所得情報を
取得し、自己負担割合を判定しておりますので、対象者の皆様による更新手続きは不要
です。
　また、一定以上の所得がある方、未申告の方、または何らかの理由により所得情報が
確認できない方につきましては、別途所得課税証明書等の提出をお願いする場合がござ
います。その際、対象となる方には個別にご案内いたしますので、ご協力をお願いいた
します。

令和 ６ 年度巡回健診実施日程（予定）

実施日 健診時間帯 地区 健診会場（予定）

7 /21 ㈰ ９ 時～12時 長崎 時津北部コミュニティセンター（コメリ
パワー時津店の近く）

7 /28 ㈰ ９ 時～12時 平戸 平戸文化センター

8 /25 ㈰ ９ 時～12時 大村 大村市中央公民館
（シーハットおおむら敷地内）

9 / 1 ㈰ ９ 時～12時 北松 相浦地区コミュニティセンター
9 / 8 ㈰ ９ 時～12時 佐世保 広田地区コミュニティセンター
9 /29 ㈰ ９ 時～12時 諫早 高城会館（諫早）

【お申込みに関するお願い】
巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の ２ 週間前必着で組合へお申込みください。

　長建国保では、建設労働者である組合員資格（職種）の再確認と無資格者の加入紛れ
込み防止のため、厚生労働省の指導に基づき組合員の職種の再点検「就労状況調査」
（以下「就労調査」。）を定期的（ ３ 年に １ 度）に実施しており、本年が調査の年となり
ます。
　就労調査の取り組みには、組合員とご家族の皆様のご理解とご協力が必要不可欠です。
皆様のご協力を切にお願いいたします。
●対象者
　令和 ５年12月31日現在加入の長建国保組合員
●提出していただくもの
・調査票（オレンジ色）
・「建設業に従事していることを証明する書類（証明書類）」
→（例）登記簿謄本、確定申告書の写し、就労証明書等
調査票（オレンジ色）に記入いただき、証明書類と合わせて
所属支部へ提出をお願いいたします。
調査にご協力いただいた方には、「常備薬セット」をお渡しいたします。

●提出期限
　令和 ６年11月末日
●未提出の方は資格喪失
　所属支部の要請に応じない場合や提出期限までに調査票、証明書類を提出しない場合
は、厚生労働省の指導により無資格者とみなして、組合規約に基づき保険証を返還の上、
資格喪失となります。
　また、建設労働者として加入した後に廃業または転職された方は、速やかに所属支部
へ届を出して下さい。
　詳細につきましては、届きました案内をご確認下さい。
　その他、お問い合わせは所属支部までご連絡下さい。

●郵送更新～今年度も簡易書留にて郵送いたします。
　新しい有効期限（令和 ７年 ７月31日迄）の保険証は、 ７月中旬頃より簡易書留にて随
時発送を予定しております。一昨年度までは特定記録郵便で、組合員宅のポストに到着
するまでの記録を残し郵送しておりましたが、より確実に組合員の手元へ保険証を届け
る為、昨年度に引き続き簡易書留にて郵送をさせていただきます。
●保険証のお受け取りは確実に
　簡易書留は、訪問時に不在であった場合、ポスト投函は行われません。代わりに不在
連絡票が投函されますので、不在連絡票の指示に従い、後日、お受け取りが可能な日時
を指定し、確実にお受け取りいただくようお願いいたします。
※�簡易書留郵便の受け取り方法は玄関先での対面手渡しとなります。受取時にはサイン、
もしくは印鑑が必要となります。

※�簡易書留郵便のお受け取りができず、郵便局へ持ち戻りとなった場合、郵便局での保
管期間は配達日の翌日より ７日間になります。保管期間を過ぎますと、ご自宅への配
送はされませんので、不在連絡票を投函されていた場合は、早急に再配達の手続きを
お願いいたします。

●同封書類
・マイナ保険証の案内
・「資格情報のお知らせ」（注）（下記イメージ掲載）

（注）資格情報のお知らせについて
　保険証に表示されている、皆様の保険資格データは、国民健康保険制度のデータベー
スに登録されています。
　現在、長建国保に加入されている組合員とご家族の皆様の個人番号（マイナンバー）
が正しいかどうか確認の為、12桁の個人番号（マイナンバー）の下 ４桁を記載しており
ます。個人番号に誤りがあった場合は、長建国保までご連絡下さい。

�

（参考）同封する資格情報のお知らせのイメージ

大 切 な お 知 ら せ
医療保険のデータベースに登録されている 

個人番号（マイナンバー）のお知らせ
　保険証に表示されている、あなたの保険資格データは、国民健康保険制度のデータ
ベースに登録されており、マイナ保険証をご利用いただける状態となっています。マイ
ナ保険証をお持ちであれば、ぜひ、ご利用ください。
　なお、国民健康保険制度のデータベースに登録されているあなたの個人番号（マイナ
ンバー）は、以下のとおりです。万一、異なっている場合には、下記のお問い合せ先ま
でご連絡ください。

氏名 個人番号（マイナンバー）
長建　太郎 ＊＊＊＊　＊＊＊＊　1234
長建　花子 ＊＊＊＊　＊＊＊＊　5678
長建　次郎 ＊＊＊＊　＊＊＊＊　9101

（注）�上記、個人番号は国民健康保険制度のデータベースに登録されている個人番号の下 4 桁を表
示しています。

７月は保険証の更新時期です‼
７ 月中旬頃、新しい保険証を

簡易書留で郵送します！
重要

就労調査に関するご協力のお願い
（組合員資格（職種）の再確認）重要

ご案内は ７ 月上旬に発送を予定しております。

【お問い合せ先】
〒852-8021
　長崎県長崎市城山町29-26
　長崎県建設事業国民健康保険組合
　TEL：095-862-8463
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き
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さ
い
‼

こんな時は届け出を！
○家族が市町村国保から長建国保に加入するとき ○住所、氏名が変わったとき
○家族が会社を退職し、長建国保へ加入するとき ○被保険者証等を紛失、破損したとき変わったとき
○出産したとき ○修学のため自宅を離れる場合
○長建国保を脱退するとき ○介護、福祉施設等に長期入所（入園）する場合
○就職等で健康保険に加入したとき ○市町村国保に加入するとき
○市町村国保に加入するとき ○保険料の賦課区分に変更が生じたとき
○被保険者が死亡したとき ○�40～65歳未満（介護第 ２号被保険者）で国が定め

る介護適用除外施設に入所するとき○修学や施設入所以外の理由で組合員世帯から転出したとき

※お手続きによっては提出していただく書類がございますので、ご不明な点は所属支部、
または長建国保までお問合せ下さい。

70歳以上の皆様へ
「高齢受給者証」も毎年 ７ 月更新です！

令和 ６年度巡回健診
お申込みをお待ちしております‼
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